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シリンダは清浄な場所で分解・組付けする必要がありま
す。きれいなウエスなどを敷き、行ってください。

分解の際には、ヘッドカバーあるいはロッドカバーの二
面を万力ではさみ、ロッドカバーあるいはヘッドカバー
の二面にスパナ、モンキー等を掛けてゆるめ、カバーを
取外してください。

シリンダの分解・再組付け1

qロッドパッキン
ロッドパッキンAの交換はシリンダを取付けた状態で
も行えます。なお、ロッドパッキンBは装着が困難な
ため交換を推奨致しません。穴用C型止め輪取付工具
（スナップリングプライヤ）を使用して止め輪を外し、
ロッドカバーのポートを指でふさいでピストンロッド
を引き出すとパッキン押えとロッドパッキンAが外れ
ます。

パッキンの取外しについて2

グリースはリチウム石鹸基グリースJIS2号相当品を使用
してください。当社ではグリースパック（GR-S-010
（10g入）、GR-S-020（20g入））を用意しておりますの
でご利用ください。

qロッドパッキン
交換用新パッキンには薄くて良いですから内外周にグ
リースを塗布してください。これはカバーへ装着しや
すくするためおよびカバーとの密着をよくするためで
す。また、パッキン溝部にはグリースを充填してくだ
さい。

wピストンパッキン
グリースをパッキンの外内周にまんべんなく薄く塗布
してください。ピストンへ装着しやすくするためです。

eチューブガスケット
グリースを薄く塗布してください。シリンダ組付けの
際には脱落防止になります。

rシリンダ各部品
シリンダの各部品には図3の各部分にグリースを塗布
しますが、100ストロークのシリンダ1本に付表1の
量が必要です。目安としては人差し指ですくった程度
が約3gです。（図4）

グリースの塗布について3

wピストンパッキン
まずピストンパッキンまわりのグリースを拭き取って
ください。その方が取り出しやすくなります。
ピストンパッキン溝は深いため、精密ドライバー等で
はなく図2のようにピストン周囲の一方からつまんで、
押し出すようにして浮き出たところを引き抜きます。

eチューブガスケット
精密ドライバーなどで抜き取ります。（周りの部材に
傷をつけないようにしてください）

図1

図2　ピストンパッキン取り外し方法

図3　グリース塗布位置

図4　グリース量
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表1　塗布量(g)
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グリース

qロッドパッキン
向きに注意してロッドパッキンを装着します。ピスト
ンロッド先端ねじ部と二面幅部を通過させる際にはロ
ッドパッキンをやや回転させながらゆっくりと押込み、
ロッドカバーのハウジング部に確実に装着してくださ
い。
つぎに、パッキン押え、止め輪を装着してください。

wピストンパッキン
パッキン装着後、図6のようにグリースをすり込む要
領でパッキン溝内部と外周に塗布してください。

eチューブガスケット
グリースを少量塗布した後、カバーに装着します。

　以上、組付けが終わりましたら手でスムーズに動くこ
とを確認してください。さらに、パッキンからのエア漏
れの有無を確認すれば完了です。

パッキンの装着について4

図6

図5
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